
(下)

1

1

「
漸
江
財
関
」
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
1
1
1

清
末
の
寧
波
商
人
に
つ
い
て

次

ま

え

が

-ao

一
寧
波
商
人
の
接
頭

ニ
活
動
地
域
と
営
業
種
目

三
銭
荘
経
晶
画
に
よ
る
資
本
蓄
積
(
以
上
前
披
〉

四
買
縛
活
動
に
よ
る
資
本
蓄
積

五
寧
波
都
と
上
海
商
務
線
曾

結

ぴ

に

か

え

て

日四

買
解
活
動
に
よ
る
資
本
蓄
積

西

里

1T 

喜

-71ー

贋
東
貿
易
時
代
の
公
行
制
度
の
下
に
お
い
て
、
外
園
商
人
と
中
園
商
人
と
の
取
引
を
仲
介
す
る
濁
占
的
地
位
を
占
め
た
も
の
は
行
商

(
普
通

十
三
行
商
)
で
あ
り
、
行
商
の
保
誼
・
監
督
に
も
と
づ
き
通
語
及
び
逼
闘
事
務
を
携
嘗
す
る
も
の
は
通
事
と
い
わ
れ
、
遁
事
の
保
誼
・
監
督
に

も
と
づ
き
贋
東
滞
留
の
外
園
商
人
に
謝
し
て
薪
水

h

食
糧
そ
の
他
の
日
常
必
需
品
を
供
給
す
る
仕
事
を
措
嘗
す
る
も
の
を
、
中
園
側
で
は
買
排

(
加
)

と
稿
し
、
外
園
商
人
の
方
で
は
「
の
O
B官
主
O
円

四

」

と

名

づ

け

た

。

ア

へ

γ
戦
争
の
一
つ
の
結
果
と
し
て
公
行
制
度
が
贋
止
さ
れ
る

201 

と
こ
ろ
が
、
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に
及
び
、
中
・
外
貿
易
に
お
け
る
行
商
の
濁
占
的
地
位
の
排
除
と
と
も
に
従
来
の
行
商

・
逼
事
の
機
能
は
買
排
の
機
能
の
中
に
包
括
さ
れ
、
こ

(
加
)

こ
に
牢
植
民
地
中
園
の
象
徴
た
る
レ
わ
ゆ
る
買
排
制
度
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
。

(
出
)

い
ま
、
先
皐
諸
氏
の
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
従

っ
て
、
買
排
制
度
の
内
容
及
び
そ
の
特
徴
を
要
約
す
れ
ば
、

次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。
①
買

排
の
職
能
は
外
園
商
人
に
代

っ
て
職
入
商
品
を
販
貰
し
輪
出
街
品
を
牧
買
す
る
こ
と
、
外
園
商
人
の
た
め
に
中
園
商
人
の
信
用
及
び
市
場
の
調

査
を
行
な
い
報
告
す
る
こ
と
、
通
関
事
務
を
慮
理
す
る
こ
と
、
等
々
康
範
に
わ
た
る
。
②
買
緋
は
外
園
商
人
に
針
し
て
「
命
令
服
従
、
競
業
禁

止
、
秘
密
巌
守
、
忠
勤
奉
仕
」
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
室
内
一
職
務
上
の
過
失
に
よ

っ
て
外
園
商
人
に

「
損
害
」
を
輿
え
た
場
合
に
は
賠
償
の
責
任

を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
み
な
ら
ず
、
外
園
商
人
側
の
一
方
的
意
志
に
よ
っ
て
、
「
何
時
に
で
も
解
任
」
さ
れ
う
る
。
③
買
排
の
牧
入
は
月
額

百
雨
か
ら
二
百
五
十
雨
程
度
の
俸
給
の
外
、
買
買
取
引
を
仲
介
す
る
場
合
に
、
自
己
の

「雇
庸
主
」
た
る
外
園
商
人
と
取
引
相
手
た
る
中
園
商

人
の
墾
方
か
ら
取
得
す
る
商
品
債
格
の
一
乃
至
二
%
の
手
数
料
を
含
む
が
、
こ
の
手
数
料
こ
そ
は
買
排
の
資
本
蓄
積
の
源
泉
で
あ

っ
た。

(
凶
)

(問
)

か
く
て
、
開
港
以
来
上
海
租
界
に
お
け
る
「
一
種
特
別
の
職
業
」
と
な

っ
た
買
排
の
地
位
が
「
新
し
い
出
世
の
途」

と
看
倣
さ
れ
る
に
至
る

一
獲
千
金
を
夢
み
て
外
人
商
社
の
買
排
た
ら
ん
と
す
る
者
は
、
陸
績
と
し
て
上
海
へ
押
し
寄
せ
た
。

(
国
)

動
」
の
提
唱
者
た
る
鴻
桂
芥
は
、
上
海
に
お
い
て
通
事
即
ち
買
排
た
ら
ん
と
志
し
て
レ
る
人
々
を
二
種
類
に
分
け
、

や

一
八
五

O
l
六
0
年
代
の

「
洋
務
運

- 72一

二
局
無
業
商
買。

凡
市

井
中
。
税
関
訴
弛
。
不
歯
郷
里
。
無
復
輔
移
執
事
之
路
者
。
以
島
ナ
習
通
事
魚
遁
逃
薮
。

一
篤
義
皐
生
徒
。
英
法
両
園
。
設
立
義
皐
。
贋
招
貧
苦

(
凶
)

且
多
傍
習
天
主
数
。
更
出
無
業
商
貫
之
下
」
と
指
摘

童
相
伴
。
興
以
衣
食
。
而
敬
督
之
。
市
見
村
畳
。
流
品
甚
雑
。
不
特
易
於
揃
染
洋
浬
習
気
。

た
め
に
、

し
て
い
る
。
外
園
商
人
は
劉
中
園
貿
易
に
お
け
る
不
利
な
篠
件
を
克
服
す
る
た
め
に
、
換
言
す
れ
ば
中
園
侵
略
を
よ
り
容
易
に
押
し
す
す
め
る

い
わ
ゆ
る
「
無
業
の
商
買
」
を
買
排
に
採
用
し
た
の
み
な
ら
ず
、
白
か
ら
も
積
極
的
に
「
義
皐
を
設
立
」
し
、
買
排
の
養
成
・
訓
練

「義
皐
の
生
徒
」
に
せ
よ
、
彼
等
は
一
度
買
排
に

「採
用
」
さ
れ
る
や
、
惟
だ

「
洋
人
の
勢
力
を
籍
り
」

「
卒
民
を
歎
匪
し
、
官
長
を
蔑
硯
」
し
、

ひ
た
す
ら
自
己
の
資
本
蓄
積
に
の
み
専

(
削
)

念
し
て
、
そ
の
他
の
こ
と
を

一
切
顧
み
な
い
徒
輩
で
あ
っ
た
。

に
嘗
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

か
か
る
「
無
業
の
商
買
」
に
せ
よ
、

「
狐
が
虎
の
威
を
偲
る
」

如
く
、



と
こ
ろ
で
、
こ
の
種
の
「
郷
里
に
歯
せ
ざ
る
」
人
々
の
郷
里
(
出
身
地
)
は
主
と
し
て
ど
こ
で
あ
っ
た
か
。
再
び
漏
桂
芽
に
よ
れ
ば
、

。
(m)

海
逼
事
。
人
数
甚
多
。
獲
利
甚
厚
。
途
於
士
農
工
商
之
外
。
別
成

一
業
。
慶
州
・
寧
波
人
居
多
」
と
い
う
。
既
に

一
八
五

0
1六
。
年
代
に
お

い
て
、
上
海
の
逼
事
即
ち
買
排
は
「
遂
に
士
農
工
商
の
外
に
別
に

一
業
を
形
成
」
す
る
ほ
ど
に
増
大
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
贋
州
出

身
者
と
寧
渡
出
身
者
が
多
数
を
占
め
た
と
い
う
の
は
、
い
か
な
る
理
由
に
も
と
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
慶
州
出
身
者
が
上
海

へ
準
出
し

(
即
)

て
買
排
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
は
、
次
の
如
く
説
明
さ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
既
に
一
八
五
五
年
頃
の
上
海
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
租
界
内
の
黄
浦
江
に
沿
っ
た
バ
ン
ド
に
面
し
て
恰
和
洋
行

Q
R門

戸

5
p
宮間同
F
2
0ロ
h
w
n
0・〉、

一寸

上

沙
遜
将
行

3
2
8
8
h
r
の
0
・〉
、

洋
行
ハ
白
片
岡
、
F45∞
回
同

g
h
w
h
o
-
)
、
賓
順
洋
行
(
ロ
巾
z
b
n
0・)
な
ど
の
外
人
商
社
が
軒
を
並
べ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
外
人
商
社
は
い
ず

れ
も
庚
東
貿
易
時
代
に
は
康
州
で
活
動
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
嘗
時
か
ら
密
接
な
閥
係
の
あ
っ
た
麿
州
人
は
、
こ
れ
ら
の
商
社

と
と
も
に
早
く
か
ら
上
海
へ
進
出
し
買
排
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
寧
波
出
身
者
の
場
合
は
ど
う
で
あ

(
加
)

ろ
う
か
。
寧
波
人
も
開
港
以
後
逸
早
く
寧
波
港
に
お
け
る
外
人
商
社
の
買
排
へ
進
出
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
清
稗
類
紗
四
四
「
上
海
洋
行
之
買

排
」
に
「
此
鴛
上
海
洋
商
雇
用
買
排
之
始
」
と
し
て
紹
介
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
泊
上
海
開
埠
?
外
人
麗
集
。
彼
時
中
西
隔
絶
。
風
気
鋼

蔽
。
洋
商
感
於
種
種
之
不
便
。
動
受
入
歎
。
時
則
有
寧
波
人
穆
隅
元
者
。

・
:
頗
得
外
人
之
信
用
。
無
論
何
人
。
接
有
大
宗
交
易
。
必
央
穆
矯
之

居
間
」
と
い
う
c

い
わ
ゆ
る
寧
波
人
種
情
元
な
る
者
を
も
っ
て
、
上
海
洋
商
の
雇
用
し
た
最
初
の
買
排
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
は
暫
く
お
く
と
し
て
も
、
外
人
の
信
用
を
得
た
穆
嫡
元
は
、
買
排
と
し
て
大
口
の
轍
出
入
貿
易
を
仲
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
嘗
の
資
本
を

蓄
積
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
抑
々
、
彼
が
外
人
の
信
用
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
定
海
豚
を
攻
略
し
た
際
(
ア

ヘ
ン

(
以
)

戦
争
の
時
?
)
捕
虜
と
し
て
上
海
へ
連
行
さ
れ
、
そ
の
機
舎
に
英
語
を
習
得
し
、
買
排
と
し
て
の
第
一
の
候
件
を
具
備
す
る
に
至
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
か
く
し
て
「
穆
又
別
牧
拳
徒
。
授
以
英
語
。
数
以
輿
外
人
貿
易
之
手
績
。
及
外
人
商
業
日
繁
。
穆
不
能
粂
顧
。
乃
使
其
皐
徒
出
任
介

(
防
)

紹
」
と
い
う
。
彼
は
買
排
活
動
に
よ
っ
て
資
本
蓄
積
を
押
し
す
す
め
る
傍
ら
、
「
皐
徒
」
を
集
め
て
英
語
及
び
外
園
貿
易
に
関
す
る
知
識
を
教

授
し
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
に
よ
っ
て
養
成
・
訓
練
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
「
皐
徒
」
た
ち
は
、
恐
ら
く
彼
の
一
族
・
子
弟
か
同
郷
の
人
々
で
あ

っ
た

仁
記

-73 -
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に
相
違
な
い
。
蓋
し
寧
波
人
は
、
慶
州
人
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
同
僚
に
、

ご
人
が
一
地
で
成
功
す
れ
ば
、

「
褒
族
同
居
を
鴛
す
風
が
あ
り
、
郷
黛
の
観
念
激
烈
で
」
あ
っ
て
、

(m) 

一
家
一
門
朋
友
乃
至
同
郷
の
も
の
風
を
聞
い
て
燭
集
」
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
職
出

入
貿
易
の
増
大
に
と
も
な
い
、

と
同
様
に
買
排
活
動
へ
の
り
出
し
た
と
す
れ
ば
、
上
海
に
お
け
る
買
排
の
隊
列
の
中
で
寧
波
出
身
者
の
比
重
が
漸
次
増
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
り
多
く
の
買
排
を
必
要
と
す
る
に
至
る
や
、
買
排
預
備
軍
と
し
て
の
こ
れ
ら
の

「
暴
徒
」
た
ち
が
、
穆
柄
元

の
も
、
蓋
し
嘗
然
と
レ
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
買
排
の
「
活
躍
」
舞
蓋
も
漸
次
着
々
と
抜
大
さ
れ
た
。
即
ち
外
園
帝
園
主
義
の
中
園
侵
略
の
深
化
に
と
も
な
い
、
外
人
商
社
の
数
は

(
印
)

年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
が
、
不
完
全
な
統
計
に
よ
っ
て
も
、
十
九
世
紀
末
に
は
遂
に
九
三
三
社
に
達
し
、

そ
の
殆
ん
ど
が
上
海
へ
集
中

し
た
。
か
か
る
外
人
商
社
の
急
速
な
増
加
に
比
例
し
て
、
買
排
の
隊
列
も
ま
た
急
速
に
嬢
大
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
末
に
は
一
高
人

(
国
)

以
上
の
買
携
が
上
海
を
は
じ
め
と
す
る
各
逼
商
港
で
活
動
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
勿
論
そ
の
内
に
は
「
無
業
の
商
買
」
や
「
義
閉
山
手
の
生
徒
」

出
身
の
も
の
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
買
排
た
ら
ん
と
す
る
者
の
「
資
格
」
は
も
は
や
外
園
語
に
遁
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
み
で
は
不
十
分

と
な
っ
た
。
蓋
し
外
園
商
人
は
買
排
の
契
約
違
反
に
よ
る
「
損
害
」
を
最
少
限
に
く
い
と
め
る
た
め
に
、
買
排
志
願
者
に
劃
し
て
金
銭
・
有
債
誼

(
山
川
)

券
及
び
不
動
産
等
の
権
保
物
を
要
求
し
、
ま
た
一
定
の
資
産
を
有
す
る
身
元
保
誼
人
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
一
定

の
資
産
を
有
す
る
商
人
の
側
で
も
、
「
獲
利
の
甚
だ
厚
い
」
買
排
の
地
位
に
就
く
こ
と
を
資
本
蓄
積
の
最
良
の
手
段
と
み
な
し
、
白
か
ら
買
排
の

地
位
を
獲
得
す
る
か
、
或
い
は
自
己
の
一
族
か
ら
買
排
を
養
成
・
訓
練
し
た
。
か
か
る
傾
向
は
上
海
市
場

へ
の
移
動
が
最
も
頼
箸
で
あ
っ
た
寧

ー 74-

か
く
て
、
清
末
〈
二

O
世
紀
初
頭
)
に
な
る
と
、
上
海
の

「外
圏
貿
易
場
裏
-
一
於
テ

(帥
)

た
る
寧
波
商
人
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

隠
然
一
勢
力
ヲ
ナ
ス
」
も
の
は

波
商
人
の
買
排
へ
の
準
出
を
盆
々
促
進
し
た
で
あ
ろ
う
。

上
海
以
外
の
重
要
な
逼

「
洋
行
ノ
買
排
(
円
。
ョ
官
包
。
H
m
)

」

に
お
い
て
も
、

商
港
に
お
い
て
も
、
寧
波
商
人
の
買
排
活
動
は
頼
者
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
既
に
指
摘
し
た
漢
口
を
は
じ
め
、
北
方
の
貿
易
中
心
地
た
る
天
津

「
天
津
職
出

「
寧
波
商
賀
ノ
ミ
ハ
買
排
ト
シ
テ
」
「
勢
力
ヲ
有
シ
」

(
凶
)

入
貿
易
ノ
大
半
ハ
」
彼
等
に
よ
っ
て
取
扱
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

「
外
園
商
買
ト
密
接
ノ
関
係
」
を
保
持
し
て
い
た
の
で
、



そ
れ
な
ら
ば
、
既
に
紹
介
し
た
穆
用
元
の
外
に
、
買
排
活
動
を
通
じ
て
資
本
蓄
積
に
狂
奔
し
た
代
表
的
な
寧
波
商
人
と
し
て
、
い
か
な
る
人

物
を
由
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

ま
ず
第
一
に
、
開
港
後
早
く
も
上
海
に
お
い
て
銭
荘
及
び
総
行
を
経
営
す
る
傍
ら
、
恰
和
洋
行
の
初
期
の
買

(国
)

(
加
)

排
と
し
て
「
活
躍
」
し
た

「
上
海
の
紳
商

・
楊
坊
」
を
奉
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
楊
坊
は
開
港
後
の
「
上
海
に
商
い
し
、
西
人
に
習
い
」
「
よ
く

(

川

)

(

凶

)

(

附

)

夷
語
に
通
じ
た
」
の
で
「
西
人
も
之
を
親
薩
」
す
る
に
至
っ
た
寧
波
商
人
の
一
人
で
あ
る
。
楊
坊
に
つ
い
て
は
、
既
に
外
山
氏
の
著
名
な
論
文

(
川
)

を
は
じ
め
若
干
の
関
係
論
文
が
あ
る
の
で
、
そ
の
経
歴
や
政
治
舞
蓋
に
お
け
る
活
動
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
た
だ
、
彼
が

(叫
)

数
百
寓
を
」
蓄
積
し
た
と
か
、

「
通
事
好
商
を
以
っ
て
家
を
起
し、

擁
」
し
た
と
い
わ
れ
る
如
く
、
買
排
活
動
を
通
じ
て
迭
に
は
上
海
紳
商
の
リ
ー
ダ
ー
格
へ
の
し
あ
が
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
的
に
も
小
万

舎
や
太
卒
天
園
革
命
の
鎖
匪
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
第
二
に
、
清
末
か
ら
民
園
時
代
に
か
け
て
「
活
躍
」
し

日
)

た
朱
侃
珍
〈
葎
一
ニ
)
を
事
げ
よ
う
。
彼
は
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の

一
八
四
七
年
に
寧
波
武
官
の
朱
裕
蘇
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
十
六
歳
の
時
上
海
へ

商
業
、取
引
上
の
訓
練
を
経
て
後
、

或
い
は

「
市
借
を
以
っ
て
洋
商
に
依
附
し
」

「
十
数
年
間
に
賞
百
寓
を

渡
り
、

一
八
七
八
年
に
新
裕
商
行
を
開
設
し
、

そ
の
大
株
主
に
な
る
と
同
時
に
白
か
ら
経
営
の
任
に
嘗
つ

- 75ー

た
。
該
商
行
は
総
出
入
貿
易
を
大
規
模
に
取
扱
っ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
頃
か
ら
彼
と
外
園
商
人
と
の
関
係
も
緊
密
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
か
く
て
清
末
(
ニ

O
世
紀
初
頭
)
以
来
、
卒
和
洋
行
に
招
融
持
さ
れ
て
そ
の
買
排
を
粂
ね
る
よ
う
に
な
り
、
資
本
蓄
積
を
押
し
す
す
め
る
た

め
の
よ
り
「
有
利
」
な
篠
件
を
獲
得
し
た
。
こ
の
間
に
蓄
積
し
た
資
本
を
も
っ
て
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
東
方
航
業
公
司
(中
・

併
合
排
〉
及
び
上

海
絹
綿
公
司
(
中
・
日
合
排
)
な
ど
の
外
圏
帝
園
主
義
と
の
合
排
企
業
へ
投
資
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
華
安
人
需
保
険
公
司

・
華
輿
水
火
険
公

司

・
中
園
通
商
銀
行
・
中
興
麺
粉
廠

・
大
有
搾
油
廠

・
吉
邦
橡
謬
公
司

・
漢
口
自
来
水
廠

・
慶
州
自
来
水
廠

・
輸
豊
餅
油
廠
な
ど
多
数
の
い
わ

ゆ
る
民
族
産
業
へ
も
投
資
し
、
そ
の
董
事
長
或
い
は
董
事
の
地
位
を
占
め
た
。
従
っ
て
、
民
園
初
期
に
彼
が
「
上
海
実
業
家
の
長
老
に
し
て
勢

こ
の
こ
と
を
も
っ

て
彼
が
民
族
資
本
家
へ
轄
身
し
た
と
み
る
こ
と

力
あ
り
」
と
評
さ
れ
た
の
も
、
決
し
て
誇
張
で
は
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

205 

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
、
彼
の
資
本
蓄
積
の
基
軸
は
や
は
り
買
排
活
動
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
屡
々
指
摘
し
た
銭
荘
業
の

(
出
)

葉
成
忠
(
澄
衷
)
の
資
本
蓄
積
過
程
に
も
、
買
排
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
彼
は
十
四
歳
の
時
同
郷
の
倒
某
に
連
れ
ら
れ
て
上
海
に
到
り
、



206 

フ
ラ
ン
ス
租
界
内
の
雑
貨
庖
で
修
業
を
は
じ
め
た
。

は
「
繋
明
よ
り
暮
に
至
る
ま
で
扇
舟
に
掠
し
、
江
中
を
往
来
」
し
て
外
園
船
に
雑
貨
類
を
買
り
込
む
仕
事
に
従
事
し
た
。

「
か
く
の
如
く
す
る

こ
と
三
年
、
時
坪
主
頗
る
頚
し
て
」
営
業
を
顧
な
か
っ
た
の
で
、
彼
は
「
卒
に
僻
去
」
し
た
。
そ
の
後
濁
立
し
て

ご

舟
を
駕
し
、
の
ち
滞
漬
の

「
時
に
海
禁
大
い
に
聞
か
れ
、
帆
船
汽
船
が
責
浦
江
に
鹿
集
」
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
彼

貿
易
に
就
き
て
苦
を
作
す
」
こ
と
久
し
く
し
て
、
「
盆
々
外
人
に
習
い
漸
く
そ
の
言
語
に
通
じ
」
る
よ
う
に
な

っ
た
。
「
外
人
そ
の
誠
篤
敦
謹
な

る
を
見
て
、
亦
輿
に
交
易
」
す
る
こ
と
を
欲
し
た
の
で
、
彼
の
「
獲
利
は
濁
り
厚
」
か

っ
た
。
そ
こ
で
同
治
壬
氏
(
元
年
)
、

は
じ
め
て
小
摩

資
本
で
出
設
し
な
が
ら

を一一袋虹
口
に
設
置
し
た
。
同
年
九
ぺ
庖
舗
を
外
虹
口
に
移
轄
し
、
郷
里
か
ら
母
を
呼
び
寄
せ
て
上
海
に
、
氷
住
す
る
こ
と
と
し
た
。
嘗
初
は
僅
な

「
数
年
の
聞
に
し
て
」

営
業
規
模
は
日
に
盆
々
横
大
し
た
と

「
よ
く
人
を
揮
ん
で
」
営
業
を
補
佐
せ
し
め
た
の
で
、

、
l

o

l
v
J
'
d
 

か
く
て
、
既
に
指
摘
し
た
如
く
、
彼
の
足
跡
は
「
通
商
の
各
埠
に
偏
く
」
及
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
漢
口
に
お
い
て
は
長
期
に
わ
た

っ
て

(m) 

ア
メ
リ
カ
系
美
学
洋
行
の
石
油
を

一
手
に
契
約
販
買
し
た
と
い
う
。
彼
自
身
が
買
排
に
「
採
用
」
さ

- 76一

順
記
蹴
と
稿
す
る
石
油
卸
屋
を
経
営
し、

れ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
と
し
て
も
、
彼
の
か
か
る
経
歴
か
ら
す
れ
ば
、
買
排
的
活
動
こ
そ
彼
の
資
本
蓄
積
の
い
ま
一
つ
の
重
要
な
損

(
問
)

棒
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
レ
で
あ
ろ
う。

第
四
に
、
方
氏
一
族
の
資
本
蓄
積
過
程
に
つ
い
て
も
、
葉
氏
と
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る。

た
だ
異
な
る
貼
は
、
葉
氏
が
い
わ
ば
「
立
志
体
的
人
物
」
で
あ
っ
た
の
に
射
し
て
、
方
氏

一
族
は
既
に
開
港
前
か
ら
上
海
へ
進
出
し
、

若
干
の

資
産
を
築
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
方
潤
斎
の
開
設
し
た
方
振
記
挽

(
後
に
方
銀
記
と
改
稿
)
は
、
開
港
後
早
く
も
外
園
貿
易

の
方
面
へ
も
進
出
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
即
ち
該
蹴
は
湖
州
地
方
の
土
絡
や
紹
興
府
の
緑
茶
を
牧
買
し
て
、
こ
れ
を
利
百
利
洋
行
(
原
綴

不
詳
)

へ
賀
典
し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
「
花
色
洋
布
」
な
ど
の
聡
入
商
品
を
受
取
り
、
こ
れ
を
更
に
自
己
の
所
有
す
る
爽
板
船
で
漢
口
へ
運

び
出
し
て
買
り
さ
、
は
い
た
。
彼
及
び
彼
の
弟
の
方
性
斎
は
若
干
英
語
に
通
じ
て
い
た
の
で
利
百
利
洋
行
と
の
取
引
は
頗
る
密
接
で
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
の
方
面
に
お
け
る
か
か
る
買
排
的
活
動
は
、
銭
旺
経
営
と
と
も
に
、
方
氏
一

族
の
資
本
蓄
積
の
重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
葉
氏

一
族
や
方
氏
一
族
と
共
に
銭
荘
業
者
と
し
て
「
著
名
」
な
李
氏

一
族
の
中
か
ら
は
、
李
租
韓
が
ア
メ
リ
カ
系
洋
行
の
買
排
に
「
採

(
削
)

用
」
さ
れ
、

ま
た
上
海
の
某
銭
荘
で
多
年
修
業
し
た
寧
波
商
人
の
許
詩
考
(
音
誇
〉
は
、
疋
頭
の
商
買
を
鰹
た
後
、

一
八
八
四
年
上
海
の
義
記



(
町
山
)

洋
行
ハ
出

o
E
n
a
w
当
日
白
叩
待
。
0
・
〉
に
招
騰
さ
れ
て
買
排
と
な
っ
た
等
々
の
例
を
拳
げ
る
こ
と
が
で
き
る
外
、
主
に
漢
口
で
活
動
し
た
寧
波
出

(

郎

)

身
の
宋
埠
臣
も
「
著
名
」
な
買
排
商
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
以
上
に
拳
げ
た
寧
波
商
人
は

1

主
に
輪
出
入
貿
易
を
取
扱
う
外
人
商
社
関
係
の
い

(
即
)

わ
ゆ
る
商
社
買
排
の
部
類
に
属
す
る
人
々
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
十
九
世
紀
末
以
来
、
日
本
を
含
む
資
本
主
義
諸
園
が
帝
園
主
義
段
階
へ
突
入
し
、
そ
の
中
園
侵
略
の
重
貼
が
商
品
輸
出
か
ら
資

(

思

(

国

)

本
職
出
へ
移
行
す
る
に
と
も
な
い
、
上
海
・
香
港
な
ど
の
各
通
商
港
に
お
け
る
外
園
銀
行
の
教
も
漸
次
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
た
。
か
く
て
、

(
加
)

商
社
買
排
以
上
に
重
要
な
機
能
を
附
輿
さ
れ
、
資
本
蓄
積
の
「
魅
力
的
」
な
手
段
と
看
徴
さ
れ
た
銀
行
買
排
の
醸
列
も
、
漸
次
損
大
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
銀
行
買
排
た
ら
ん
と
す
る
者
の
資
格
に
は
商
社
買
排
以
上
に
重
要
な
候
件
が
附
加
さ
れ
た
。
即
ち
外
園
銀
行
が
買

抽
併
を
雇
用
す
る
際
に
は
、
「
英
語
-
一
遁
セ
ル
ヤ
否
ヤ
」
は
勿
論
の
こ
と
、
「
先
ツ
其
買
排
カ
相
嘗
ノ
資
産
家
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
若
シ
買
排
自
身
カ
責

(山出

産
家
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
其
身
元
保
誼
人
カ
相
磨
ノ
資
産
ア
リ
テ
高
一
ノ
場
合
ニ
銀
行
ニ
封
シ
テ
其
責
ヲ
負
フ
ニ
足
ル
ヤ
否
ヤ
」
を
考
慮
し
た
。
の

み
な
ら
ず
ま
た
、
「
曾
テ
銀
行
業
叉
ハ
南
替
業
v

一
経
験
ア
リ
ヤ
否
ヤ
叉
其
業
務
-
一
於
テ
果
シ
テ
熟
達
シ
叉
機
敏
ナ
ル
ヤ
一
否
ヤ
」
を
も
銀
行
買
排

(
仰
)

た
ら
ん
と
す
る
も
の
の
責
格
篠
件
と
し
て
考
慮
の
封
象
と
し
た
。
い
わ
，ゆ
る
銀
行
業
叉
は
雨
替
業
の
経
験
者
と
は
、
中
園
の
停
統
的
な
奮
式
銀

行
業
部
ち
銭
荘
・
官
銀
挽
な
ど
の
経
営
者
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
銭
荘
経
営
者
を
は
じ
め
と
す
る
醤
式
金
融
業
者
こ
そ
は
、
銀
行
買
排
た
る

(m) 

「
資
格
」
保
持
者
、
換
言
す
れ
ば
、
銀
行
買
排
へ
の
最
短
距
離
に
位
置
す
る
買
排
議
備
軍
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
銀
行

買
排
と
し
て
の
以
上
の
二
つ
の
篠
件
、
即
ち
①
相
嘗
の
資
産
家
か
そ
の
一
一
族
・
同
郷
縁
故
者
で
あ
る
こ
と
、
@
金
融
業
の
経
験
者
で
あ
る
こ

と
、
と
い
う
僚
件
を
最
も
完
全
に
具
備
し
え
た
も
の
は
、
寧
波
商
人
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
蓋
し
、
彼
等
は
清
末
以
来
「
上
海
市
場
ニ
肢
慮
」

し
戸
「
商
雄
」
と
か
「
商
業
の
巨
翠
」
と
評
さ
れ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
上
海
銭
荘
業
界
に
お
い
て
も
藍
倒
的
な
勢
力
を
築
い
て
い
た
か
ら
で

(
出
)

あ
る
。
か
く
て
、
寧
波
・
紹
興
商
人
の
中
か
ら
銀
行
買
排
が
輩
出
し
た
の
も
嘗
然
の
勢
い
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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寧
波
商
人
の
中
の
も
っ
と
も
典
型
的
な
銀
行
買
解
を
二
人
だ
け
と
り
奉
げ
て
、

(
出
)

「
所
謂
寧
波
商
人
の
錦
録
た
る
も
の
」
と
評
さ
れ
た
虞
和
徳
〈
沿
卿
〉
で
あ
る
。

そ
の
略
歴
を
紹
介
し
よ
う
。

彼
は
同
治
六
年
(
一
八
六
三
)、

ま
ず
第
一
に
、

寧
波
府
鎖
海
豚
に
生
れ
た

」
こ
で
は
、

-77ー
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が
、
十
五
歳
の
時
同
族
の
虞
鵬
九
の
紹
介
で
上
海
へ
渡
り
、
実
潤
如
な
る
も
の
の
経
営
す
る
瑞
康
顔
料
践
で
「
商
才
」
を
護
揮
し
た
。
二
十
七

歳
の
時
、
魚
麟
洋
行
の
招
聴
を
受
け
て
そ
の
買
排
と
な
り
、
資
本
蓄
積
の
「
有
利
」
な
僚
件
を
獲
得
し
た
。
該
洋
行
で
十
年
間
活
動
し
た
後
、

更
に
「
有
利
」
な
傑
件
を
求
め
て
、
一
八
九
九
年
に
道
勝
銀
行
の
買
排
へ
轄
じ
た
。
更
に
翌
年
荷
蘭
銀
行
の
買
排
へ
移
り
、
以
後
三
十
儀
年
間

該
銀
行
の
買
排
と
し
て
責
本
蓄
積
に
狂
奔
し
た
。
そ
の
聞
の
買
排
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
し
た
彼
の
資
本
は
相
嘗
の
額
に
達
し
た
だ
あ
ろ
う
。
な

お
、
彼
は
長
期
に
わ
た
っ
て
買
排
活
動
を
展
開
す
る
傍
ら
、
四
明
銀
行
や
揚
清
肥
巴
公
司
へ
投
資
し
た
り
、
寧
紹
汽
船
公
司
を
設
立
し
て
積
極

的
に
産
業
界
へ
も
準
出
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
光
緒
三
十
二
年
(
一
九
O
六
)
に
は
蘇
松
太
遁
の
瑞
激
と
結
託
し
て
江
南
地
方
の
米
を
運
出

(
附
)

し
、
米
債
を
暴
騰
さ
せ
て
巨
利
を
博
す
る
な
ど
、
早
く
も
そ
の
政
治
的
手
腕
の
ほ
ど
を
み
せ
て
い
る
。
民
間
以
後
、
彼
は

「
新
江
財
閥
」
を
代

表
し
て
上
海
経
済
界
を
牛
耳
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
的
に
も
五
・
四
運
動
や
四
・
一

二
ク
ー
デ
タ
ー
の
過
程
で
そ
の
買
排
的
役
割
を
如
何

(
山
山
)

な
く
震
揮
し
た
こ
と
に
よ
り
、
衆
目
を
あ
つ
め
る
に
至
っ
た
。
第
二
の
代
表
的
な
銀
行
買
排
は
寧
波
府
奉
化
照
出
身
の
朱
志
莞
(
開
甲
〉
で
あ

(
陶
)る

。
彼
も
一
八
六

O
年
前
後
に
生
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
経
歴
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
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フ
ラ
ン
ス
租
界
天
主
堂
街
に
¢
中
世
書
室
。
を
開
設
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
書
籍
や
ギ
リ
ス
ト
教
関
係
の
書
籍
を
販
貰
し
た
と
い
う
か
ら
、
或
い

は
フ
ラ
ン
ス
系
の
「
義
皐
」
に
在
皐
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
聞
に
買
排
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

父
の

後
を
繕
い
で
フ
ラ
ン
ス
系
東
方
纏
理
銀
行
の
買
排
に
登
用
さ
れ
て
い
る
。
父
子
二
代
に
わ
た
る
買
排
活
動
を
通
じ
て
、
朱
氏
一
家
の
蓄
積
し
た

資
本
は
相
嘗
の
額
に
達
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
資
本
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
ニ

O
世
紀
初
頭
に
か
け
て
設
立
さ
れ
た
同
昌
搾
油
廠
・
求
新
機
器

輸
船
製
造
廠
・
同
昌
協
記
紗
廠
な
ど
多
数
の
「
民
族
」
産
業
へ
も
投
資
さ
れ
、
彼
自
身
こ
れ
ら
の
企
業
の
董
事
を
粂
任
し
た
。
買
排
資
本
家

・

朱
志
尭
(
開
甲
)
は
清
末
に
お
い
て
既
に
「
民
族
」
資
本
家
へ
轄
身
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
の
資
本
の
蓄
積
の
主
側

面
は
や
は
り
銀
行
買
排
と
し
て
の
活
動
で
あ
っ
た
。

以
上
に
紹
介
し
た
寧
波
商
人
の
代
表
的
な
商
社
買
排
や
銀
行
買
排
は
、
清
末
の
上
海
を
主
要
な
舞
蓋
と
し
て
、
同
郷
的
紐
帯
に
よ
る
蓮
携
を

保
持
し
つ
つ
、
漸
次
上
海
経
済
界
に
有
力
な
勢
力
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
民
園
以
後
に
な
る
と
、
寧
波
商
人
の
買
排
へ
の
準
出
は
更
に
頼
著
と



(
山
即
)

F

な
り
、
既
に
指
摘
し
た
虞
和
徳
ハ
治
卿
)
、
・
朱
志
亮
(
開
甲
〉
・
朱
侃
珍
(
葎
一
ニ
)
な
ど
を
は
じ
め
、
蓋
海
銀
行
買
携
の
葉
子
衡
(
銭
荘
経
管

ド

(思

A
m
)

者
葉
成
忠
の
第
四
子
2
・
大
英
銀
行
買
排
の
徐
慶
雲
(
恒
群
等
三
銭
荘
の
株
主
)
・
上
海
闘
機
積
務
線
局
買
排
の
劉
鴻
生
・
三
井
銀
行
買
排
の

(口
)

(

m

)

朱
子
歪
〈
朱
侃
珍
の
子
)
・
ア
メ
リ
カ
系
茂
生
洋
行
買
排
の
蓑
履
登
な
ど
を
中
心
と
す
る
寧
波
出
身
者
が
、
買
排
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
内
部
で
匪

(
別
)

倒
的
な
勢
力
を
占
め
、
銭
荘
及
び
銀
行
な
ど
の
金
融
部
門
で
資
本
蓄
積
を
推
進
し
た
寧
波
商
人
と
と
も
に
、

「
漸
江
財
閥
」
の
重
要
な
一
翼
を

措
う
こ
と
に
な
る
。

五

寧
波
帯
と
上
海
商
務
総
舎

開
港
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
太
卒
天
園
革
命
の
挫
折
を
契
機
と
し
て
、
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「
所
謂
買
排
都
市
へ
の
飛
躍
的
設
展
の
第
一
歩
を
踏
み
出
」
し
た
上

(
問
)

海
は
、
中
圏
各
地
か
ら
の
移
住
者
の
一
大
集
結
地
と
な
り
、
急
速
な
人
口
増
加
の
現
象
を
招
来
し
た
。
な
か
で
も
、
慶
州
・
寧
波
人
の
上
海
へ

の
移
住
が
顕
著
な
現
象
と
な
っ
た
こ
と
は
、
既
に
繰
り
、
逗
し
述
べ
た
。
清
末
(
二

O
世
紀
初
頭
)
に
な
る
と
、
「
上
海
市
場
ニ
於
テ
最
モ
著
名

ナ
ル
モ
ノ
ハ
寧
波
割
問
ニ
シ
テ
之
ニ

E
グ
ニ
贋
東
部
市
ト
ス
。
然
レ
ド
モ
彼
等
南
部
ノ
間
ニ
ハ
其
勢
力
ノ
差
多
大
ニ

シ
テ
慶
東
帯
ハ
寧
波
務
一
一

及
バ

hm)
 

ザ
ル
コ
ト
遠
シ
。
今
嘗
港
ニ
於
ケ
ル
各
都
勢
力
/
比
例
ヲ
見
ル
ニ
寧
渡
郡
ハ
七
割
ヲ
占
メ
贋
東
部
情
ハ
一
割
ヲ
占
メ
其
他
各
都
ハ
二
割
ヲ
占
ム
」

と
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
寧
波
布
」
は
上
海
市
場
に
お
い
て
匪
倒
的
な
勢
力
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

(m) 

こ
こ
に
言
う
「
寧
波
帯
」
と
は
、
勿
論
「
上
海
一
一
於
ケ
ル
寧
波
商
人
(
の
集
圏
)
ヲ
意
味
」
し
、

今
「
慶
東
都
」
と
は
贋
東
商
人
の
集
圏
を
意

(

m

)

(

m

)
 

味
す
る
。
つ
ま
り
、
「
都
市
」
と
は
「
同
郷
商
人
の
圏
盤
、
別
の
一
一
言
葉
で
言
え
ば
「
同
郷
の
誼
に
因
り
組
織
じ
た
ギ
ル
ド
」
に
外
な
ら
な
い
わ
け

で
あ
る
が
、
寧
波
帯
が
上
海
市
場
に
お
い
て
他
の
同
郷
商
人
の
諸
園
陸
を
塵
倒
し
殆
ん
ど
濁
占
的
な
勢
力
を
築
く
に
至
っ

た
要
因
は
、
い
か
な

る
黙
に
求
め
ら
れ
る
か
。
清
末
(
ニ

O
世
紀
初
期
)
の
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
「
寧
波
商
買
ハ
支
那
商
買
中
ノ
錆
々
タ
ル
者
ニ
シ
テ
・
:
商
機
-
一

敏
捷
ナ
ル
他
-
一
卓
越
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
是
レ
即
チ
寧
波
商
人
ガ
各
市
場
-
一
飛
揚
駿
属
シ
上
海
ノ
如
キ
肺
力
商
一
寅
ノ
大
半
ハ
寧
波
-
商
事
一
シ
テ
且

ツ
其
他
各
要
市
ニ
モ
所
謂
寧
波
都
ナ
ル
者
ヲ
組
織
シ
其
勢
力
ノ
侮
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ル
所
以
ナ
リ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
商

ー79-
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機
ニ
敏
捷
ナ
ル
他
-一
卓
越
ス
ル
モ

ノ
ア
リ
」

と
は
、
既
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
寧
波
商
人
が
買
排
活
動
及
び
銭
荘
経
営
な
ど
の
分
野
で
外

な
機
舎
を
巧
み
に
掴
み
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

園
帝
国
主
義
に
寄
生

・
従
属
し
な
が
ら
、

資
本
蓄
積
の

「
有
利
」

寧
波
郭
怖
が
上
海
市
場
の

ま
さ
に
こ
の
貼
に
あ
っ

た
。
加
え
て
ま
た
、
前
掲
の
調
査
報
告
書
が

「
殊
ニ

彼
等
寧
波
商
買
ハ
園

(
山
)

結
聯
合

ニ
強
固
ニ
シ
テ
他
省
商
買
ヲ
排
斥
シ
テ
自
都
市
ノ
勢
力
機
張
-
一
孜
々
務
メ

ッ
、
」
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
寧
波
商
人
の
同
郷
的

(
印
)

紐
幣
に
も
と
づ
く
「
圏
結
」

が
と
り
わ
け
強
固
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
彼
等
の
勢
力
機
張
の
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
か
る
同
郷

(山
)

い
わ
ゆ
る
四
明
公
所
で
あ
り
、
寧
波
禽
館
で
あ
っ
た
。

「七
割
」
を
濁
占
し
え
た
第
一
の
要
因
は
、

意
識
を
紐
帯
と
し
て
圏
結
し
た
寧
波
部
の
上
海
に
お
け
る
組
織
的
中
心
が
、

と
こ
ろ
で
、

一
般
に
公
所

・
禽
館
の
指
導
者
(
董
事
)
は
、

「
有
力
者
ニ
シ
テ
官

「
富
豪

ニ
シ
テ
同
郷
人
間
-
一
人
望
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
多
ク
」

(
刷
)

街
ニ
交
渉
シ
或
ハ
他
郷
人
ト
折
衝
シ
テ
郷
人
ノ
利
盆
ヲ
固
」

り
う
る
人
物
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
四
明
公
所
の
指
導
者
は
い

か
な
る
人
々
で
あ
っ
た
か
。
四
明
公
所
の
設
立
は
開
港
に
先
立
つ

こ
と
四
八
年
、
即
ち
嘉
慶
二
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
道
光
年
間
に
は
、
か
の

(
加
)

「
著
名
」
な
方
氏
一

族
が
該
公
所
を
左
右
す
る
勢
力
を
も
ち
、
こ
れ
を
背
景
に
「
上
海
経
済
界
で
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
基
礎
」
を
築
い
た
。
太
卒

天
園
革
命
の
時
期
に
は
、

「
上
海
の
紳
商
楊
坊
」
も
「
虹
回
に
お
い
て
四
明
公
所
及
び
義
国
を
創
し
、
商
人

(
寧
波
人
)
の
兵
を
避
け
て
濯
に

(
附
)

来
た
る
者
を
周
値
」
し
た
の
で
、

該
公
所
に
お
け
る
影
響
力
は
巨
大
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
末
に
は
、

「
商
雄
」
と
評
さ
れ
た
葉
成
忠
(
澄
衷
)

(
叩
)

を
は
じ
め
、
沈
敦
和
・
耳
縄
孝
な
ど
が
該
公
所
の
指
導
部
を
構
成
し
た
。
清
末
(
ニ
O
世
紀
初
期
)
に
は
、

巌
筏
航
(
信
厚
)

-80ー

-
菖
藩
甫

・
方

式
如

・
周
湘
雲
の
四
名
が
該
公
所
の
董
事
に
名
を
連
ね
て
い
る
外
、
虞
和
徳

(沿
卿
)

(醐
)

あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
四
明
公
所
の
指
導
者
は
嘗
代
の
「
著
名
」
な
寧
波
商
人
に
外
な
ら
な
か
っ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
等
は
上
海
市
場
に
お

い
て
座
倒
的
な
勢
力
を
占
め
る
寧
波
需
の
組
織
的
中
心
た
る
四
明
公
所
を
背
景
と
し
て
、
針
外
的
に
も
重
要
な
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
で

(

刷

)

き
た
の
で
あ
る
。

朱
侃
珍
(
諜
一
ニ
)
な
ど
の
買
排
も
有
力
な
指
導
者
で

四
明
公
所
と
い
え
ど
も
、

ぃ
。
即
ち
、
十
九
世
紀
後
牢
以
降
、
「
洋
務
運
動
」
を
背
景
に
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
上
海
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
全
健
を
結
集
す
る
た
め
に

し
か
し
な
が
ら
、

同
郷
的
紐
帯
を
基
礎
に
し
て
い
た
限
り
、

そ
の
影
響
力
の
及
ぶ
範
園
は
限
ら
れ
ざ
る
を
え
な



は
、
も
は
や
か
か
る
ギ
ル
ド
的
組
織
に
よ
っ
て
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
上
海
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
と
レ
っ
て
も
、
寧
波
商
人
を
は

じ
め
と
す
る
漸
江
・
江
蘇
地
方
の
奮
式
な
地
縁
的
商
人
集
圏
の
集
合
瞳
に
過
ぎ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
帝
国
主
義
の
急
速
な
中
園
侵
略
に
よ

っ

(

削

)

て
招
来
さ
れ
た
「
近
代
化
」
現
象
に
割
腹
し
て
、
彼
等
も
自
か
ら
の
階
級
的
組
織
を
も
っ
必
要
性
を
感
じ
は
じ
め
て
い
た
。

他
方
、
盛
宣
懐
の
よ
う

な
洋
務
振
官
僚
た
ち
も
、

(

削

)

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
盛
宣
懐
な
ど
の
「
官
僚
の
建
言
に
か
か
る
天
降
り
的
な
官
憲
補
助
機
関
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
は

(
国
)

「
上
海
商
業
曾
議
公
所
L

が
成
立
し
た
。
光
緒
二
十
七
年
(
一
九

O
一
)
の
こ

寸
産
業
振
興
」
の
た
め
の
資
本
を
官
金
に
依
存
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
富
商
を
通
じ
て
上
海
商
人
圏
と
結
び
つ
く

い》え、

「
初
め
て
朝
廷
の
公
認
を
得
た
商
人
圏
睦
」
と
し
て
、

窓
-e

波
需
の
指
導
者
た
ち
に
外
な
ら
な
か
っ

だ
。
従
っ
て
、
該
公
所
設
立
と
同
時
に
、
巌
信
厚
は
組
理
に
、
周
普
錆
と
毛
租
模
は
副
総
理
に
就
任
し
、
施
則
敬
(
紙
業
公
所
の
董
事
〉
な
ど

(
別
)

の
同
業
・
同
郷
園
陸
の
董
事
が
舎
員
に
名
を
連
ね
た
。
こ
の
こ
と
は
、
該
公
所
の
組
織
構
成
が
四
明
公
所
を
は
じ
め
と
す
る

「
商
人
ギ
ル
ド
の

(
刷
)

「
そ
れ
自
睦
が
上
級
ギ
ル
ド
た
る
作
用
を
営
む
」
極
め
て
ギ
ル
ド
的
性
格
を
依
然
と
し
て
内
包
し
て
い
た
こ
と
を
一
示
し

と
で
あ
る
。

こ
の
時
、

該
公
所
の
設
立
に
商
人
の
側
で
中
心
的
な
役
割
を
演
じ
た
も
の
こ
そ
は
、

て

い

る

。

と

は

い

え

、

「

諸

外

圏

の

商

業

舎

議

所

の

行

え
る
職
分
L

を
も
遂
行
し
よ
う
と

(
陥
)

し
た
貼
に
、
停
統
的
な
同
郷
・
同
業
圏
鐙
の
枠
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
た
上
海
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
の
階
級
的
組
織
と
し
て
の
意
義
を
認
め
る

「
各
都
の
聞
に
連
絡
を
と
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、

- 81一

聯
合
艦
」
で
あ
っ
て
、

こ
と
が
で
き
よ
う
。

該
公
所
の
設
立
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
寧
波
商
人
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
商
人
集
圏
の
動
き
と
並
行
し
つ

つ
、
清
朝
政
権
も
一
連
の
「
産
業
振

(
附
)

輿
」
政
策
を
推
進
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
光
緒
二
十
九
年
(
一
九
O
三
〉
、
商
曾
簡
明
章
程
二
十
六
僚
が
制
定
さ
れ
た
。
該
章
程
の
趣
旨

は
「
買
籍
管
業
ノ
異
同
ヲ
論
セ
ス
一
地
方
ユ
於
ケ
ル
商
人
ヲ
奉
ケ
テ
之
ヲ
提
概
指
導
ス
ル
ノ
機
関
ヲ
設
ケ
商
人
互

-一
相
傾
軌
ス
ル
ノ
晒
習
ヲ
除

(
附
)

ク
ト
倶
ニ
文
之
ニ
依
リ
テ
官
府
ト
商
人
ト
ヲ
連
絡
シ
テ
上
下
隔
闘
ノ
弊
ヲ
去
ル
コ
ト
」
に
あ
っ
た
。
か
く
て
、

該
章
程
に
も
と
づ
き
、
ま
ず
上

(

明

)

ふ
綿

一・
競
簿
緩
台
・
安
慶
・
慶
門
等
に
お
い
て
、
商
晴
)
の
設
立
を
み
る
に
至
っ
た
。
も
っ
と
も
、
上
海
に
お
い
て
は
、
「
勧
排
京
城
商
舎
。
弁

ぬ

い
犠
溝
上
意
冊
舎
。
管
原
設
商
業
公
所
。
改
篤
商
務
組
曾
」
と
い
う
商
部
の
上
奏
に
も
と
づ
き
、
原
設
の
上
海
草
木
曾
議
公
所
を
も
っ
て

「上
海



商
務
穂
禽
」
と
改
稿
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
光
緒
三
十
年
(
一
九

O
四
)
の
こ
と
で
あ
る
。
成
立
の
経
過
か
ら
見
て
、
該
商
務
総
舎
も
ま
た
停
統

的
な
ギ
ル
ド
的
結
合
の
各
種
の
形
態
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
清
朝
政
権
と
上
海
商
人
圏
の
連
絡
機
関
と
し

(
捌
)

て
の
性
格
と
、
「
よ
り
近
代
的
な
全
一
組
織
」
と
し
て
の
任
務
を
帯
び
て
誕
生
し
た
該
商
務
総
曾
は
、
上
海
「
ブ
ル
ジ
司
ア
ジ
l
」
の
階
級
的
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成
長
を
示
す
一
つ
の
里
程
標
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
な
ら
ば
、
該
商
務
純
舎
の
内
部
で
指
導
的
役
割
を
演
じ
た
の
は
レ
か
な
る
人
々
で
あ
っ
た
か
。
勿
論
成
立
の
経
過
か
ら
み
て
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
該
商
務
総
舎
の
指
導
部
も
、
上
海
市
場
の
「
七
割
」
を
占
め
る
寧
波
都
の
指
導
者
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
漸
江
諸
都
の
「
著
名
」

(
似
)

な
商
人
た
ち
に
よ

っ
て
牛
耳
ら
れ
た
。
い
ま
、
試
み
に
一
九
一
一

年
十
月
の
上
海
商
務
総
禽
々
員
名
簿
か
ら
寧
波
務
の
指
導
的
人
物
を
抽
出
す

れ
ば
、
銭
荘
経
営
者
の
林
蓮
捺
・
李
氏
一
一
族
の
李
徴
五
・
荷
開
銀
行
買
排
の
虞
沿
卿
・
卒
和
洋
行
買
排
の
朱
侃
珍
・
東
方
源
理
銀
行
買
排
の
朱

志
莞
・
電
報
局
融
排
の
周
普
鱒
な
ど
が
事
げ
ら
れ
る
。
そ
の
内
、
朱
偲
珍
は
該
商
務
総
曾
の
組
理
に
、
周
普
鎌
は
「
商
務
総
曾
創
立
に
霊
力
し

(m) 

て
同
曾
坐
排
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
外
、
「
中
園
貸
業
家
中
其
名
獲
故
盛
宣
懐
J

張
審
雨
氏
に
直
ぐ
」
と
評
さ
れ
た
沈
敦
和
も
該
商
務
組
舎
の
議
董

(
抑
)

を
歴
任
し
た
と
い
う
。
な
お
、
彼
等
に
代
表
さ
れ
る
寧
波
部
以
外
の
江
湖
諸
都
市
か
ら
も
、
日
清
汽
船
買
排
の
王
一

亭

・
罷
聾
銀
行
買
排
の
席
立

(
制
)

功
な
ど
が
該
商
務
総
舎
の
指
導
部
へ
加
わ
っ
た
。
か
く
て
、
該
商
務
純
舎
の
内
部
に
は
、
漸
次
寧
波
商
人
を
中
核
と
す
る
漸
江
省
出
身
者
の
地

縁
的
集
園
|
「
漸
江
財
閥
」
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

銭
荘
経
営
と
買
排
活
動
を
通
じ
て
責
本
蓄
積
に
狂
奔
し
つ
つ
、
四
明
公
所
へ
結
集
し
た
寧
波
商
人
は
、

の
4

0
0
 

い
ま
や
上
海
商
務
組
舎
の
中
極
部
へ

進
出
し
、
依
然
と
し
て
強
固
な
同
郷
的
紐
帯
を
保
持
し
つ
つ
も
、
新
た
な
よ
り
康
範
圏
の
地
縁
的
集
圏
|
「
漸
江
財
閥
」
を
成
立
せ
し
め
、
こ

(

加

)

れ
を
背
景
に
上
海
経
画
界
に
お
け
る
護
言
権
を
強
化
し
た
。
の
み
な
ら
ず
ま
た
、
彼
等
は
政
治
舞
蓋
に
お
い
て
も
、
或
い
は
諮
議
局
員
と
し
て
、

(
揃
)

或
い
は
上
海
域
自
治
公
所
の
指
導
者
と
し
て
、
4

干
の
政
治
的
影
響
力
を
も
漸
次
抜
大
し
て
い
っ
た
。

結
び
に
か
え
て



十
九
世
紀
後
牢
以
降
、
中
園
の
牢
封
建
・
宇
植
民
地
化
へ
の
轄
落
に
反
比
例
し
て
撞
頭
・
「
瑳
展
」
し
て
き
た
寧
波
商
人
は
、
既
に
そ
の
資

本
蓄
積
の
過
程
に
お
い
て
外
園
帝
園
主
義
へ
の
深
い
依
存
性
・
寄
生
性
を
刻
印
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
彼
等
を
中
核
と
し
て
形
成
さ
れ

た
「
漸
江
財
閥
」
、

及
び
そ
の
基
盤
た
る
上
海
商
務
総
禽
も
、

ま
た
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
買
排
的
色
彩
を
濃
厚
に
身
に
つ
け
つ
つ
誕
生
し
た
。

た
と
え
、
彼
等
の
中
に
「
民
族
」
産
業
へ
の
投
資
を
通
じ
て
民
族
資
本
家
へ
轄
身
し
た
人
々
が
い
た
よ
う
に
み
与え
た
と
し
て
も
、
そ
の
買
排
責

(
加
)

本
家
と
し
て
の
本
質
は
覆
い
か
く
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
等
が
多
事
多
端
な
清
末
の
政
治
舞
蓋
に
お
い
て
い
か
な
る
動

き
を
示
し
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
上
海
商
務
線
曾
成
立
の
翌
年
、
即
ち
光
緒
三
十
一
年
(
一
九
O

五
)
に
展
開
さ
れ
た
有
名
な
封
米
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
お
け
る
寧
波
商
人
の
動
向
を
と
り
あ
げ
て
結
び
に
か
え
た
い
。

(
捌
)

「
中
園
近
代
民
族
運
動
の
萌
芽
」
と
評
債
さ
れ
て
い
る
劉
米
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
の
中
園
人
移
民
排
斥
法
案
が
一
九
O
四
年
改

、

訂
期
を
む
か
え
、
清
朝
の
無
力
に
よ
っ
て
更
に
改
悪
・
巌
格
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
直
接
の
契
機
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
上
海
商
務

純
舎
は
他
の
諸
圏
瞳
と
共
に
ア
メ
リ
カ
綿
領
事
に
抗
議
を
提
出
し
、
ア
メ
ロ
カ
が
排
斥
法
案
を
改
善
し
な
け
れ
ば

一
九
O
五
年
五
月
末
日
か
ら

ア
メ
リ
カ
商
品
を
排
斥
す
る
と
通
告
し
た
。
然
る
に
そ
の
期
日
を
六
月
十
八
日
に
延
ば
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、

そ
の
前
日
十
七
日
の
曾
議
で

(
捌
)

漸
く
十
八
日
以
降
排
斥
に
踏
み
切
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
こ
の
曾
議
に
は
、
各
業
各
同
郷
の
商
人
・
筆
生
多
数
の
結
集
を
み
た
が

J

席
上
馬
相

伯
が
雄
鼎
を
振
る
っ
て
、
「
不
用
美
貨
一
事
。
我
園
信
言
己
二
月
。
而
新
奮
美
使
向
謂
。
中
園
素
無
圏
結
力
。
抵
制
之
説
無
足
健
者
。
試
問
在
坐

諸
君
。
肯
受
斯
言
否
。
・
:
有
人
以
魚
不
用
美
貨
有
大
不
便
於
我
園
者
。
噴
語
耳
。
是
故
我
人
如
能
協
力
寅
行
。
則
日
本
山
円
可
以
勝
俄
。
安
知
我

(
別
)

圏
不
必
挽
由
美
約
」
と
呼
び
か
け
、
制
到
米
ボ
イ

コ
ッ
ト
へ
の
奮
起
を
促
し
て
い
る
。
か
く
て
劉
米
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
は
「
皐
界
に
濫
鱒
し
、
報

(

叩

)

(

叫

)

界
に
煽
動
せ
ら
れ
、
商
界
工
界
に
激
流
し
」
、
上
海
に
お
い
て
は
「
最
大
限
の
効
果
」
を
護
揮
し
た
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
大
使
が
「
抵
制
の
説
曜
る
に
足
る
無
し
」
と
噺
い
て
み
せ
た
如

く
、
劃
米
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
は
短
期
間
で
終
り
を
告
げ
、
一
九

O
五
年
の
う
ち
に
下
火
と
な
っ
た
と
い
う
事
責
で
あ
る
。
「
そ
の
主
な
原
因

長
期
先
物
契
約
で
ア
メ
リ
カ
の
棉
花
を
買
付
け
て
ゐ
た
支
那
人
貿
易
商
達
が
、
か
れ
ら
の
手
持
棉
花
を
産
分
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

- 83-
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り

運
動
に
参
加
し
た
上
海
商
務
穂
舎
の
内
部
に
は
、

「
美
貨
(
ア
メ
リ
カ
商
品
)
を
用
い
ざ
れ
ば
わ
が
固
に
大
い
に
便
な
ら
ず
ー
」
と
主
張
す
る
有
力
な
勢
力
が
存
在
し
た
。
即
ち
棉
花
商
を
は
じ
め

(
仰
)

そ
の
結
果
煽
動
に
封
し
て
冷
淡
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
」

と
い
わ
れ
る
。

確
か
に
、

石
油
・
製
粉
・
機
械
・
雑
貨
等
ア
メ
リ
カ
商
品
を
取
扱
う
貿
易
業
者
で
あ
る
。
彼
等
は
大
勢
に
迫
ら
れ
て
、

(山
)

も
の
の
、
絶
え
ず
裏
面
で
破
壊
工
作
を
績
け
た
。
例
え
ば
、
彼
等
は
稔
入
済
み
の
ア
メ
リ
カ
商
品
に
、
上
海
商
務
総
舎
の
許
可
詮
を
貼
附
し
て

流
通
さ
せ
ふ
ベ
く
輩
策
し
、
こ
れ
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

一
臆
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
同
調
は
し
た

既
に
操
り
返
し
指
摘
し
た
よ
う
に
、
上
海
市
場
の

「
七

(
出
)

割
」
を
濁
占
す
る
寧
波
商
人
に
外
な
ら
な
か
'っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
人
物
は
、
総
業
公
所
董
事
の
施
則
敬
(
子
英
〉
で
あ
る
。
彼
は
ア
メ
リ
カ

貿
易
に
依
存
す
る
買
排
的
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
先
頭
に
立
っ
て
、
表
面
的
に
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
同
調
し
な
が
ら
、
蔭
で
そ
れ
を
破
壊
し
よ
う
と
暗

躍
し
た
寧
波
商
人
の
代
表
的
徒
輩
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
彼
の
背
後
に
は
同
郷
的
紐
幣
に
よ
っ
て
結
束
す
る
寧
波
需
が
あ
り
、
鐙
T

波
都
は
上
海

(
山
)

商
務
縮
舎
を
牛
耳
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
該
商
務
総
禽
が
劃
米
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
「
も
っ
と
も
慎
重
で
あ
っ
た
」
ば
か
り
で
な
く
、
破

壊
的
役
割
す
ら
演
じ
た
の
は
、
蓋
し
嘗
然
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
大
使
は
該
商
務
組
舎
の
か
か
る
買
排
的
性
格
を
見
通
し
て
い
た

が
放
に
、
「
抵
制
の
読
悟
る
る
に
足
る
無
し
」
と
豪
語
し
え
た
の
で
あ
る
。

寧
波
都
市
を
中
核
と
し
て
形
成
さ
れ
た
「
漸
江
財
閥
」
、

そ
れ
な
ら
ば
、

か
か
る
貿
易
業
者
と
は
い
か
な
る
人
々
で
あ
っ
た
の
か
。

勿
論
、

-84-

及
び
そ
の
基
盤
た
る
上
海
商
務
純
舎
の
娼
態
的
・
反
民
族
的
姿
勢
の
一
端

は
、
早
く
も
こ
こ
に
頴
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
一
連
の
政
治
的
諸
事
件
に
お
い
て
、
か
か
る
傾
向

か
く
て
、

は
盆
々
顕
在
化
せ
、
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
辛
亥
草
命
の
過
程
で
、
革
命
の
隊
列
へ
ま
ぎ
れ
込
み
掴
軍
都
督
府
の
要
職
を
嬬
取
し
た
寧

波
商
人
の
虞
治
卿
・
朱
侃
珍
な
ど
は
、
彼
等
の
牛
耳
る
上
海
商
務
組
禽
ぬ
名
義
を
利
用
し
て
、
公
然
と
輝
豊
銀
行
の
取
附
騒
ぎ
を
救
済
し
、
そ

(
叩
)

の
買
排
的
役
割
を
露
呈
し
た
。
や
が
て
、
'
五
・
四
運
動
及
び
四
・
一
二
ク
ー
デ
タ
ー
の
過
程
に
お
い
て
、
彼
等
の
買
排
資
本
家
と
し
て
の
本
質

は
寓
人
の
前
に
徹
底
的
に
暴
露
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
〈
一
九
大
七
・
四
・
二
八
稿
了
〉

J

〈
付
記
〉
本
稿
は
昭
和
四

0
年
度
の
修
士
論
文
に
若
干
の
補
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
稿
作
成
に
嘗
っ
て
佐
伯
教
授
か
ら
貴
童
な



示
唆
を
頂
い
た
。
付
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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註ハ
問
)
根
岸
川
『
前
掲
書
』

E
。
橘
日
前
掲
書
。
波
多
野
口
前
掲
番
。
そ
の

他
参
照
。

ー

(
山
〉
根
岸
u

『
前
掲
香
』

E
。
な
お
、
貿
務
制
度
の
成
立
を
規
定
し
た
諸

係
件
は
、
①
中
閣
と
外
園
と
の
言
語
の
懸
隔
、
②
風
俗
・
慣
習
等
の
相

遣
、
③
中
固
に
お
け
る
貨
幣
制
度
と
度
量
衡
制
度
の
不
統
て
①
経
済

愛
展
水
準
の
相
違
等
々
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
(
『
全
書
』
第
二
輯
三
三

O

|
一
三
一
二
頁
。
そ
の
他
参
照
)
。

確
か
に
、
公
行
制
度
慶
止
後
の
封

'
中
国
貿
易
の
初
期
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、
以
上
の
諸
係
件
、
と
い
り
わ
け

言
語
の
不
通
と
い
う
不
利
な
篠
件
は
、
外
国
商
人
に
と
っ
て
買
緋
の
存

在
を
必
要
不
可
紋
な
も
の
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
買
帥
抑
制
度

が
そ
の
内
容
の
愛
化
・
震
度
を
む
げ
つ
つ
も
人
民
中
闘
の
成
立
直
前
ま

で
存
績
し
た
と
い
う
事
貨
は
、
貿
拙
怖
の
経
済
的
及
ぴ
政
治
的
機
能
が
外

国
帝
国
主
義
の
中
風
侵
略
に
と
っ
て
紹
語
不
可
敏
の
要
素
で
あ
っ
た
と

い
う
と
と
に
よ
っ
て
し
か
説
明
さ
れ
え
な
い
。
根
岸
氏
が
「
貿
緋
使
用

債
値
L

の
一
つ
と
し
て
、
中
・
外
の
「
緩
街
地
機
」
と
し
て
の
買
緋
の
役

割
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
の
も
ハ
『
前
掲
書
』

E
)、
右
の
乙
と
を
「
拳

閥
的
」
に
言
い
換
え
た
に
過
ぎ
な
い
。
買
拙
抑
制
度
は
舛
闘
帝
図
主
義

の
中
園
侵
略
の
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
半
績
民
地
中
園
の
一
つ
の
象
徴

で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

(m〉
賛
逸
峯
日
前
掲
論
文
。
根
岸
日
『
前
掲
書
』

E
。
波
多
野
日
前
掲

書
。
そ
の
他
参
照
。

(山〉

『
清
稗
類
砂
』
四
四
「
上
海
洋
行
之
買
解
」
。

(
川
川
〉
外
山
軍
治
「
上
海
の
紳
商
縁
坊
」
(『
東
洋
史
研
究
』
通
谷
第
九
谷
四

貌
所
牧
〉
。

(
問
)
小
野
川
秀
美
「
清
末
洋
務
滋
の
運
動
」
(『
東
洋
史
研
究
』
遁
省
第
十

容
第
六
務
所
山牧
)
参
照
。

(
川
)
宮
崎
桂
努

「
設
立
上
海
同
文
館
議
」
(『
校
郷
虚
抗
議
』
傘
下
所
牧
)。

(
川
)
濡
桂
努
日
前
掲
書
。

ハ
川
〉
宮
崎
桂
努
口
前
掲
書
。

(問〉

一波
多
野
日
前
掲
書
一
五

O
頁
以
下
参
照
。

ハ
出
〉
『
年
譜
』
六
五
頁
に
寧
波
に
お
け
る
買
緋
の
恵
質
な
活
動
が
記
述
き

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
遁
司
(
卸
ち
貿
緋
)
慮
天
錫、

亦

寧
波
人
、
遇
事
生
風
」
と
あ
る
。

(
山
〉
『
清
稗
類
紗
』
町
四
四
「
上
海
洋
行
之
買
緋
」。

ハ
山
)
『
清
稗
類
紗
』
四
四
「
上
海
洋
行
之
買
緋
」
。

(
山
川
)
綴
岸

日
『
前
掲
書
』

I
一
三

一
頁
。
な
お
、
開
港
以
後
、
と
り
わ
け

太
卒
天
国
革
命
の
挫
折
以
後
、
寧
波
人
の
上
海
へ
の
移
住
が
顕
著
な
現

象
と
な
っ
た
ζ

ど
の
背
後
に
は
、
か
か
る
傾
向
が
存
在
し
た
ζ

と
を
も

指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ハ
附
)
糞
逸
峯
日
前
掲
論
文
参
照
。

ハ
川
〉
黄
逸
峯
日
前
掲
論
文
参
照
。

(
山
)
複
岸
日

『
前
掲
書
』

E
参
照
。

(
川
)
『
全
世
官
』
第
七
積
一
六

O
頁。

- 85一
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ハ
川
)
『
金
書
』
第
七
輯
一
八
三
頁
。

(
川
)
外
山
円
前
掲
論
文
。
資
逸
楽
・
前
掲
論
文
参
照
。

(
川
)
『
光
緒
郎
豚
志
』
四
四
楊
坊
停
。

(
凶
〉
『
同
治
上
海
豚
志
』
省
二
十
三
。

(
川
)
『
光
絡
鯨
勝
志
』
四
四
楊
坊
倒
。

〈
川
)
『
同
治
上
海
豚
志
』
省
二
十
三
務
寓
停
に
、
楊
坊
は
「
斯
之
郵
豚

人
」
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
彼
が
寧
波
商
人
の
一
人
で
あ
る
乙
と
は
疑

L
な
L

(

M

)

外
山
日
前
掲
論
文
。
小
野
信
爾
「
李
鴻
章
の
登
場
ー
そ
の
政
治
的
基

盤
の
確
立
を
め
ぐ
っ
て
」
令
東
洋
史
研
究
』
第
十
六
省
第
二
腕
所
牧
〉。

(
川
)
「
致
左
李
高
中
丞
」
(
『
李
文
忠
公
朋
僚
函
稀
』
一
所
収
)
。

(
川
)
請
終
己
革
道
勤
遁
京
米
鍋
款
再
行
摘
販
米
片
」
(
『
左
文
妥
公
全
集
』

格
棉
哨
葵
稿
初
編
九
〉
。

(
旧
〉
『
官
紳
録
』
。
『
金
書
』
第
二
絹
三
八
六
頁
。
『
工
業
史
資
料
』
第
二

輯
下
冊
九
六
五
頁
参
照
。

(
凶
〉
『
消
樽
類
紗
』
四
四
。
『
清
史
稿
』
列
縛
二
八
五
。
『
上
海
豚
繍
志
』

容
二
十
一
。
そ
の
他
参
照
。

(
叩
)
賞
迩
準
日
前
掲
論
文
参
照
。

(
問
)
『
銭
荘
史
料
』
七
三

O
頁
。
根
岸
川
『
前
掲
書
』

I
参
照
。

ハ
川
)
『
銭
荘
史
料
』
七
三
七
頁
。

ハ
出
〉
張
図
輝
日
前
掲
論
文
参
照
。

(
川
)
『
金
書
』
第
拾
一
輯
二
二
三
|
一
三
四
頁
。
波
多
野
日
前
掲
書
ニ
四

八
真
参
照
。

(
即
)
商
祉
買
韓
併
は
貿
易
貿
解
或
い
は
枇
内
買
組
問
と
も
い
わ
れ
る
〈
根
岸
日

『
前
掲
書
』

E
。
『
全
世
官
』
第
二
積
三
二
七
頁
以
下
参
照
〉
。

(
川
〉
レ

l
ニ
ン
『
帝
劇
主
義
論
』
参
照
。

(
川
〉
例
え
ば
、
早
く
も
一
八
四

0
年
代
に
は
、
鹿
如
銀
行

(
O
E
g
g-

回
g
r
F
E聞
の
0

・
〉
が
、
五

0
年
代
に
は
有
利
銀
行
(
玄

R
n
g
z
z

回
g
r
o同
H
E
E
円、。ロ

ιoz
白
ロ
円
二
U
Z目
白
)
・
奈
加
利
銀
行
〈
の

Z-

ス
OHE
切回ロ

r
o同
F
L
E
w
〉

5
可
同
一
広
田
ロ
仏
の

r
E国
〉
及
ぴ
中
園

名
不
詳
の
ご
p
m
g
g
L
C
g
g白
ω開
ヨ
ぉ
。
∞

g
r・
-
が
香
港
・
上
海

に
支
庖
を
開
設
し
た
。
一
八
六

0
年
代
に
は
、
本
盾
を
香
港
に
お
く
涯

塑
銀
行
(
出
C

ロ
mroロ
m
B口与

ω「田口問
7
2
切白ロ

r
z聞
の
0
・)
が
そ
の

支
底
を
上
海
・
漢
口
に
開
設
し
た
。
以
上
の
イ
ギ
リ
ス
系
銀
行
の
外
、

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
、
徳
華
銀
行
(
U
2
2
n
y
l

〉
聞
広
n
y
冊
回

2
5
・
露
清
道
勝
銀
行

(
H
N
5
8
'の
Z
5
8
∞
g
r
)
・

東
方
涯
理
銀
行
(
切
同

2
5
母
F
・ELD-の
y
z
m
)
・
花
旗
銀
行

(吋
白血
a

t
o
E
-
c
q
切
田
口
ご
・
荷
蘭
銀
行

(
Z包
R
Z
E印
円

Z
国
自
L
巾

-ωa

冨
g
zn
Y
3
3
)・
筆
比
銀
行
(∞

B
G
E
∞
四
一
官
官

5
H
hw肘
E
Z
2

H
W
M
2
5
5m
O司

F
E
C
-
資
信
銀
行
(
の

E
Bロ
丹
、
吋
2
2
(U0
・

0同

Z
雪之・
J

円。『

5
・
翁
堕
銀
行

(
ω
0
口
広
々
の
・
同
・
回
目

5
2
E
ι
巾

ω
7

曲ロ
m
Z
C
及
び
績
植
田
正
金
銀
行
な
ど
の
支
庖
が
上
海
・
香
港
に
陸
績

と
し
て
開
設
さ
れ
、
活
動
を
開
始
し
た
完
全
書
』
第
二
穏
三
四
二
頁

以
下
。
そ
の
他
参
照
)
。

(
川
川
)
銀
行
買
緋
の
報
酬
は
、
商
枇
買
緋
と
同
じ
く
俸
給
と
手
数
料
で
あ
る

が
気
替
取
組
・
金
銀
の
異
質
・
預
金
・
貸
付
な
ど
の
業
務
上
で
銀
行
と

そ
の
取
引
相
手
の
双
方
か
ら
受
取
る
手
数
料
ζ

そ
、
銀
行
貿
韓
併
の
資
本

蓄
積
の
源
泉
で
あ
っ
た
。
乙
の
種
の
手
数
料
は
小
銀
行
で
も
年
額
二
世
尚

南
を
下
ら
ず
、
大
銀
行
に
至
つ
で
は
十
敏
高
爾
に
逮
し
た
と
い
わ
れ
る

(
綬
岸
日
前
鍋
書
』

E
参
照
〉
。

F
O
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ハ
m〉
『
金
書
』
第
二
輯
三
五
O
|
三
五
一
頁
。

ハ
問
)
『
金
書
』
第
二
穏
三
五
一
頁
。

〈
問
)
す
で
に
第
三
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ

5
に
、
銭
荘
は
洋
銀
貿
寅
や
経

票
夜
行
と
い
う
機
能
を
遁
じ
て
、
ま
た
最
大
の
資
金
源
た
る
折
票
を
通

じ
て
、
外
国
銀
行
と
は
密
接
不
可
分
の
閥
係
に
あ
り
、
銭
荘
経
営
自
慢

が
買
燐
活
動
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

(
川
〉
第
二
章
及
び
第
三
章
参
照
。

(
出
〉
『
官
紳
録
』
。
綬
岸
日
『
前
掲
書
』

E
及
び
『
中
圏
一
位
曾
に
於
け
る

指
導
屠
|
者
老
紳
士
の
研
究
』
参
照
。

(
附
〉
『
農
業
史
資
料
』
第
一
瞬
八
九
O
i
八
九
一
頁
。

(
山
山
〉
上
海
人
民
出
版
一
世
『
五
四
運
動
在
上
海
史
料
選
輯
』
二
三
九
頁
以
下

参
照
。
都
中
夏
『
中
園
職
工
運
動
筒
史
』

一
九
四
頁
以
下
参
照
。
根
岸

門
前
掲
書
』
E
参
照
。

〈川〉

『
工
業
史
資
料
』
第
二
穏
下
冊
八
七
八
!
八
七
九
頁
及
ぴ
九
六

一

頁
。
『
金
書
』
第
二
輯
三
八
四
頁
。

〈
削
)
『
銭
荘
史
料
』
七
四
三
頁
。

ハ
川
〉
呉
承
柑
冊
目
前
掲
書
ニ
四
五
頁
以
下
参
照
。

(m〉
陳
岡
県
、
挑
洛
合
編
『
中
園
近
代
工
業
史
資
料
』
第
一
瞬
三
二
六
頁
及

ぴ
四
O
ニ
頁
以
下
参
照
。

ハ
川
〉
隊
員
・
銚
洛
合
編
日
前
掲
書
三
二
六
頁

σ

(
問
〉
根
岸
日
『
中
間
枇
曾
に
於
げ
る
指
導
層
』
参
照
。

(
川
〉
根
岸
氏
は
民
国
時
代
の
上
海
に
お
け
る
著
名
な
貿
緋
九
O
名
と
そ
の

出
身
地
を
穆
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
新
江
出
身
者
は
最

も
多
く
四
十
三
名
を
占
め
、
江
蘇
出
身
者
は
三
十
一
名
、
庚
東
出
身
者

は
七
名
、
安
徽
出
身
者
は
五
名
、
江
西
出
身
者
は
一
名
、
不
明
の
も
の

三
名
と
な
っ
て
い
る
。
と
ζ

ろ
で
掘
削
江
出
身
者
四
十
三
名
の
内
、
隼
波

出
身
者
が
貰
に
二
十
八
名
〈
根
岸
氏
は
二
十
四
名
と
し
て
お
ら
れ
る

が
、
清
代
寧
波
府
属
の
各
蘇
出
身
者
を
合
わ
せ
れ
ば
二
十
八
名
と
な

る
)
を
占
め
、
紹
興
出
身
者
は
五
名
で
あ
る
(
根
岸
日

『
前
掲
書
』

E

二
三
四

|
ニ
四
O
頁
参
照
)
。
貿
緋
階
級
内
部
に
お
け
る

率
波
出
身
者

の
比
重
が
い
か
に
犬
で
ゐ
っ
た
か
を
窺
知
し
う
る
。
か
か
る
現
象
は
清

末
以
釆
の
傾
向
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(
山
)
山
上
日
前
掲
書
五
O
頁
。
小
竹
文
夫
「
上
海
の
沿
革
」
〈
『
支

那
研

究
』
第
十
八
腕
所
収
)
。

ハ
川
)
『
全
書
』

第
七
担
割
一
五
九
頁
。

〈
川
)
『
金
書
』
第
二
積
五
四
三
頁
。

〈
川
)
『
清
闘
行
政
法
』
第
二
各
五
O
九
頁。

(
川
〉
根
岸

川
『
前
岨
調
書
』

I
一
三
五
頁
。

(
m
v

『
金
書
』

第
七
穏
ニ
O
ニ
|
二

O
三
頁
。

(
削
〉
『
金
書
』
第
七
穆
ニ
O
三
頁
。

(
問
)

『
清
稗
類
紗
』
三
四
議
風
に
「
沼
多
蘇
女。

・:
園
鶴
固
結
。
彼
比
援

引
。
在
港
人
数
之
多
。
可
奥
底
州
・

寧
波
之
商
人
相
提
而
並
論
」
と
あ

る
よ
う
に
、
と
海
kanお
け
る
'「
蘇
女
」
の
園
結
が
闘
い
こ
と
、
そ
の
人

数
が
多
い
ζ

と
を
強
調
す
る
た
め
に
、
庚
州
・
寧
波
商
人
が
例
と
し
て

引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
と
と
か
ら
も
、
同
郷
意
識
を
経
帯
と
す
る

拍
手
波
商
人
の
圏
結
の
「
固
さ
」
を
窺
知
し
う
る
。

(
問
)
上
海
に
お
け
る
隼
波
商
人
は
蕗
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
部
門

κ進
出
し

た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
寧
波
帯
」
は
そ
の
内
部
に
各
種
の
後
業
種
目
を

異
に
す
る
曾
員
を
包
括
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
各
禽
員
は
自
己
の

管
業
種
目
毎
に
更
に
各
種
の
「
同
業
者
ノ
小
四
種
」
卸
ち
「
業
都
」
|
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(
山
川
〉

〈

山

)

銭
在
郡
市
・
貿
易
都
・
棉
花
開
市
・
雑
貨
郡
市
・
煤
炭
都
・
築
材
訓
?
魚
業
務

及
ぴ
労
働
者
艇
な
ど
ー
を
組
織
し
た
。
し
か
も
、
各
業
者
は
同
業
者
の

共
通
の
経
済
的
利
盆
を
維
持

・
擁
護
す
る
た
め
に
、
他
郷
出
身
の
同
業

者
と
協
同
し
て
、
四
明
公
所
や
宰
波
曾
館
と
は
別
に
、
各
々
の
同
業
者

組
織
と
し
て
、
曾
館
・
公
所
を
設
立
し
た
。
例
え
ば
、
銭
荘
都
は
他
郷

出
身
の
銭
荘
業
者
|
紹
興
商
人
な
ど
|
と
と
も
に
、
上
海
銭
業
公
所
を

組
織
し
、
そ
の
指
導
者
(
輩
事
)
と
し
て
、
越
撲
部
凧
・
張
費
楚
・
涯
爾

蔀

・
鴻
津
夫

・
裳
聯
清
・
李
墨
君
・
林
蓮
孫
な
ど
が
、
銭
妊
業
界
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
。
他
の
同
業
者
園
慢
に
お
い
て
も
、

寧
波

商
人
が
指
導
的
位
置
を
占
め
た
乙
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ど

も
、
一
般
に
中
園
商
人
に
封
し
て

「
最
も
強
く
は
た
ら
き
掛
け
る
園
結

要
素
は
、
同
業
関
係
か
ら
生
ず
る
共
通
利
害
よ
り
も
寧
ろ
同
郷
意
識
か

ら
愛
生
す
る
共
通
感
情
及
び
之
に
伴
ふ
と
ζ

ろ
の
共
通
利
害
し
で
あ

り
、
換
言
す
れ
ば
、
中
関
商
人
の
「
囲
結
意
識
の
内
容
は
職
業
主
義
的

で
あ
る
よ
り
も
寧
ろ
地
方
主
義
的
L

で
あ
っ
た
。
蜜
干
波
商
人
の
場
合
は

と
く
に
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
か
ら
、
同
郷
的
紐
仙
帽
を
基
縫
と
す
る
四

明
公
所
や
率
波
合
同
館
ζ

そ
、
彼
等
の
困
結
の
最
大
の
錬
鮎
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
も
四
明
公
所
の
内
部
に
は
、
商
人
の
外
に
率
波
出
身

の
労
働
者
も
含
ま
れ
て
い
た
ζ

と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
『
金
書
』
第
二
頼
。
『
治
闘
行
政
法
』
第
二
省
。
大
谷
孝
太
郎
「
上
海

に
お
け
る
同
郷
国
櫨
及
び
同
業
岡
惚
」

1
『
支
那
研
究
』
第
十
八
腕
所

収
。
根
岸

『
前
掲
書
』

I
。
橘

口一
前
掲
書
。
『
銭
娃
史
料
』
七
二
五
頁
。

『
年
譜
』
ニ

O
一
|
二

O
三
頁
。
そ
の
他
参
照
〉
。

『
全
容
』
第
二
輯
五
六
五
頁
。

根
岸
日
『
前
掲
書
』

I
参
照
。

(
川
)
『
同
治
上
海
豚
志
』
省
二
十
一
二。

(
川
)
綬
岸
日
『
前
掲
書
』

I
参
照
。

(
問
〉
『
金
書
』
第
二
積
五
六
五
頁
。
な
お
、
根
岸
氏
リ
『
前
掲
書
』

I
一

四
一
頁
に
よ
れ
ば
、
民
闘
四
年
の
四
明
公
所
の
萱
事
は
、
朱
傾
珍
・
周

普
鍬
・
抗
敬
和
・
良
治
卿

・
般
義
彬
・
方
舜
年
・
方
積
鉱
・
周
鴻
孫
・

葛
恩
元
の
九
名
で
あ
っ
た
。

(
削
)
四
明
公
所
に
結
集
す
る
率
波
布
の
園
結
が
如
何
な
く
愛
揮
さ
れ
た
典

型
的
な
例
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン

ス
租
界
の
鎖
張
を
め
ぐ

っ
て
、
同
治
十

三

年

(
一
八
七
四
〉
及
び
光
緒
二
十
四
年

(
一
八
九
八
〉
の
二
固
に
わ

た
っ
て
起
っ
た
フ
ラ
ン

ス
官
憲
と
率
波
部
の
衝
突
事
件
を
あ
げ
る
ζ

と

が
で
き
る
。
フ
ラ
ン
ス
官
憲
は
租
界
内
の
四
明
公
所
K
所
属
す
る
丙
合

を
武
力
で
取
除
乙
う
と
し
た
が
、
と
れ
を
阻
止
す
る
寧
波
人
と
の
闘
に

衝
突
が
起
り
、
第

一
回
目
の
衝
突
事
件
の
際
に
は
四
明
公
所
の
益
事
で

あ
っ
た
方
給
養

・
般
信
厚
等
が
フ
ラ
ン
ス
領
事
と
商
議
を
重
ね
た
結

果
、
外
交
問
題
へ
持
ち
込
ま
れ
、
光
絡
四
年
(
一
八
七
八
)
に

一
態
の

安
協
が
成
立
し
た
。
然
る
に
光
絡
二
十
四
年
に
至
っ
て
、
再
ぴ
衝
突
が

起
り
、
フ
ラ
ン
ス
官
憲
の
武
力
m
即
座
に
憤
慨
し
た
寧
波
人
は
、

ス
ト
ラ

イ
キ
や
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
で
も
っ
て
「
一
時
上
海
貿
易
を
中
止
せ
し

b
る

勢
い
」
を
生
じ
き
せ
た
と
い
う
。
・
も
っ
と
も
、
乙
の
時
の
封
例
レ
ジ
ス

タ
ン
ス
を
指
導
し
た
の
は
労
働
者
出
身
の
洗
洪
賛
に
率
い
ら
れ
る
寒
波

人
の
「
下
流
階
級
」
で
あ
っ
て
、
従
来
の
四
明
公
所
の
賞
事
た
ち
〈
方

繕
善

・
般
信
厚

・
業
成
忠
な
ど
)
は、

「
徒
ら
に
狼
狽
す
る
の
み
で
策

の
出
る
所
を
知
ら
な
か
っ
た
」
。
ζ

の
こ
と
は
、
た
と
え
同
郷
的
な
狭

い
枠
内
の
利
盆
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
擁
護
す
る
た
め
に
は
「
民
衆
の

力
に
頼
る
外
に
途
」
は
な
く
、
寒
波
郡市の
指
導
者
た
ち
と
い
え
ど
も
、

0
5
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か
か
る
「
下
流
階
級
」
の
寧
波
人
の
爆
愛
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
押
し
と

ど
め
る
に
は
全
く
無
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

(
H
-
B
モ
l

ス
著

・
増
井
経
夫
謬
『
支
那
ギ
ル
ド
論
』

六
四
|
六
七
頁
。
相
恨
岸
日

『
前
掲
警
』

I
参
照
)
。

(
川
〉
中
村
義
「
清
末
政
治
と
官
僚
資
本
」
(
『
中
園
近
代
化
の
批
曾
構
造
』

所
収
)
参
照
。

(
川
)
中
村

一
前
掲
論
文
参
照
。

(
問
)
中
村
一
前
掲
論
文
。
橘
円
前
掲
響
。

(
川
)
橘
日
前
掲
番
。
根
岸
『
上
海
の
ギ
ル
ド
』
参
照
。

(
川
)
大
谷
一
前
掲
論
文
。
橘
u

前
掲
害
参
照
。

ハ
川
)
橘
円
前
掲
警
参
照
。

(
川
〉
『
光
協
相
東
筆
録
』
倉
一
八
四
。
『
清
園
行
政
法
』
第
二
各
五
二
三
頁
。

(川〉

『
清
闘
行
政
法
』
第
二
容
五
二
三
頁
。

(川〉

『
清
闘
行
政
法
』
第
二
谷
五
二
六
頁
。

(
川
〉
『
徳
宗
貫
録
』
光
緒
三
年
五
月
庚
策
。

(
川
)
小
島
淑
男

「
辛
亥
革
命
に
お
け
る
上
海
濁
立
と
商
紳
層
」
(
『
中
国
近

代
化
の
枇
曾
構
造
』
所
収
)
。

(
川
)
「
順
天
時
報
」
宣
統
三
年
九
月
六
日
。
小
島

・
前
掲
論
文
参
照
。

(m〉
『
官
紳
報
』

(
川
〉
『
官
紳
録
』

(
川
)
小
島
日
前
掲
論
文
参
照
。

(
川
〉
一
九

O
九
年
に
上
海
懸
か
ら
選
出
き
れ
た
諮
議
局
員
の
中
に
は
、
朱

志
発

・
朱
侃
珍

・
周
地日
銀
及
ぴ
李
厚
裕

(
雲
書
)
が
名
を
列
ね
て
い
る

(
小
島
日
前
掲
論
文
参
照
〉
。

(
川
〉
一
九
一

O
年
の
上
海
域
自
治
公
所
の
名
答
輩
事
に
は
朱
志
売
が
、
重

事
の

一
人
に
李
厚
裕
が
名
を
列
ね
て
い
る
(
小
鳥
日
前
掲
論
文
〉
。

(
加
)
民
族
資
本
家
と
い
い
、
買
緋
資
本
家
と
い
う
も
、
畢
寛
そ
れ
は
す
ぐ

れ
て
政
治
的
な
概
念
で
あ
り
、
従
っ
て
、
個
々
の
資
本
家
に
つ
い
て
み

る
場
合
、
彼
の
政
治
的
立
場
を

重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

閥
単
に

「
民
族
」
企
業
へ
投
資
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
民
族
資
本
家
で
あ

る
と
か
、
民
族
資
本
家
へ
鞠
身
し
た
と
い
う
の
は
笛
を
得
な
い
で
あ
ろ

A
ノ
。

(
川
〉
菊
池
質
晴
『
中
国
民
族
運
動
の
基
本
構
造
』
参
照
。

(
川
)
波
多
野
口
前
掲
書
参
照
。

(
川
〉
「
順
天
時
報
」
周
年
六
月
二
十
五
日
。

ー
ハ
川
〉
「
順
天
時
報
」
周
年
七
月
二
十
三
日
。

(
山
)
ポ
ッ
ト
日
前
掲
書
二
四

O
頁
。
菊
池

日
前
掲
書
参
照
。

(
川
)
ポ
ッ
ト
ニ
別
掲
喬
二
四

O
頁
。

(
川
)
和
作
輯
「

一
九

O
五
年
反
美
愛
闘
運
動
L

Q近
代
史
資
料
』
第
一
期

一
九
五
六
年
〉
。
菊
池

日
前
回
閣
香
参
照
。

(
山
)
菊
池
一
前
掲
書
参
照
J

橘
日
前
掲
書
参
照
。
根
岸

リ
『
中
国
枇
禽
に

お
け
る
指
導
屠
』
参
照
。

(
川
〉
波
多
野
日
前
掲
書
。

(
加
)
賞
品
雄
培
牢
日
前
掲
論
文
参
照
。
小
島
日
前
掲
論
文
参
照
。

小
史
』
参
照
。
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